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内

容 

対象構造物 
橋梁下部工、橋梁上部工架設工 

道路のり面・斜面、近接施工における既設構造物 

項 目 
構造物の傾斜角のモニタリング 

 

使 用 機 器 
MEMS 傾斜角センサ、LPWA 計測通信端末、ゲートウェイ 

 

使 用 実 績 
橋梁下部工の傾斜角計測 1 件、法面・斜面の傾斜角計測 4 件 

近接施工の既設構造物の傾斜角計測 2 件、橋梁上部工ベント架設 1 件 

［機器の特徴］ 

本機は、インフラのモニタリングにおいて、熱検知型 MEMS 傾斜計と LoRa 通信を用いて傾斜角

進行の可視化、閾値判定、警告メール発信を行うモニタリングシステムです。 

主な使用用途は以下の通りです。 

① 橋梁下部工の傾斜角の計測、洗堀調査 

② 法面、斜面の傾斜角の計測 

③ 近接施工に伴う既設構造物の傾斜角の計測 

本機器の特徴は、使用温度範囲が−30〜60℃であり、南北に長い日本列島に対応し、年間を通し

安定稼働が可能です。また、LPWA を活用して携帯圏外でのモニタリングも可能です。 

［機器の仕様］ 

 本機器の仕様を以下に示します。 

・計測方向：XY2 軸 

・測定範囲：±10° 

・測定精度：0.025° 

・計測間隔：2 分、5 分、10 分、 

60 分、1 日 

・通信距離：最大 15 ㎞ 

・電源：太陽電池、乾電池 

（連続使用 5 年間、計測 1 回/日） 

・耐久性：IP67 

・使用温度範囲：-30℃～60℃       傾斜角モニタリングシステム「ZANGETSU」 
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■モニタリングシステムの設置 
 
 
 
 
 
 
         傾斜計設置状況     LPWA 計測通信端末      仮設備使用例 

■モニタリング方法 
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インターネットブラウザから、ユーザーID とパスワードを入力して、ログインします。 

・Home 画面に最新の計測値を表示します。計測値は合成角θです。 

・データ表示、CSV 保存、グラフ表示が出来ます。 

・閾値に基づく警報の ON/OFF 設定が出来ます。 

傾斜計の感度方向の一例と、θとφの計算方法を

示します。 
円グラフにより傾斜角進行と方向を 
確認することが出来ます。  

データ期間を設定して、CSV ファイルをダウンロード出来ます。 


